
宿泊助成事業助成要綱 
 

１．助成対象施設 
（１）一般社団法人日本港湾福利厚生協会が運営するホテルシーパレスリゾート 
（２）一般財団法人休暇村協会が運営する休暇村 
（３）株式会社ﾏｲｽﾃｲｽﾞ・ﾎﾃﾙ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄが運営する一部の亀の井ホテル 
（４）株式会社プリンスホテルが経営する宿泊施設 
（５）一般財団法人ひょうご憩の宿が運営する宿泊施設 
（６）湯快リゾート株式会社が運営する宿泊施設 
 
２．助成対象者及び助成額 
 港運関係者が施設を利用した場合において、１人１泊につき大人（港運関係者本人及

び中学生以上の家族）３，０００円、子供（小学生以下の家族）１，５００円を助成し

ます。但し、１回の助成は３連泊までの宿泊とします。  
 ４歳未満の幼児については、寝具及び食事を必要とした場合に限り、その料金（１人

１泊につき１，５００円を限度とします。）を助成します。 
 休暇村及びひょうご憩の宿が運営するオートキャンプ場の利用については、１施設１

泊につき１，５００円とし、利用料が１，５００円未満については助成対象から除外し

ます。 
 

３．港運関係者（助成対象者）の範囲 
 （１）港湾運送事業法に基づく事業者に所属する者(OB を含む。) 
   ※事業者が港湾運送事業以外の事業を兼業している場合にあっては、港湾運送部

門に所属する者に限る。 
 （２）港湾運送事業関係団体に所属する者 
   ※港湾関係労働団体にあっては、港湾運送部門の構成員にかぎる。 
 （３）上記（１）及び（２）の家族 
   ※原則として、その者と生計を同一にしている家族に限る。 
 （４）その他当協会で特に認めた者 
 
４．利用方法及び助成手続 
 （１）利用者は、施設を利用しようとするときは、施設へ利用の申込みをして下さい。 
 （２）利用申込後、「契約保養施設利用申込書」（用紙は協会本部又は支部にあります。）

に所要事項を記入し、会社（団体）の証明を受けた後、協会本部へ提出して下さ

い。 
 （３）協会本部は、助成額の決定をしたら「契約保養施設利用券」を発行します。 



 （４）利用者は、施設にチェックインをする際に、「契約保養施設利用券」を提出します。 
 （５）利用者は、チェックアウトの際に、協会助成額を差引いた料金を施設に支払って

下さい。 
 
５．キャンセルした場合の違約金 
   宿泊をキャンセルした場合は、違約金の支払を求められることがあり、違約金は本

人の負担になりますのでご注意下さい。 
 
 附則 この要綱は、平成５年７月から実施する。 

   ２ 変更後の要綱は平成１４年４月から実施する。 

   ３ 変更後の要綱は平成２２年４月１日から実施する。 
   ４ 変更後の要綱は平成２７年４月１日から実施する。 
   ５ 変更後の要綱は平成２７年７月２３日から実施する。 

   ６ 変更後の要綱は令和３年４月１日から実施する。 

   ７ 変更後の要綱は令和３年 7 月１日から実施する。 
   ８ 変更後の要綱は令和４年４月１日から実施する。 
   ９ 変更後の要綱は令和４年１１月１日から実施する。 


